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　 １ 　 検挙人員、 特別法犯総検挙人員に占める少年の割合　

　 　 ○　 過去10年間における 特別法犯少年の検挙人員は、 増減を 繰り 返し て

いますが、令和４ 年中は92人で、前年に比べ１ 人（ 1.1％） 減少し まし た。

　 　 ○　 特別法犯総検挙人員に占める 少年の割合（ 構成比） は8.9％で、 前

年に比べ1.6ポイ ン ト 上昇し まし た。

第６ 　 特別法犯少年

○　 検挙人員は 92 人（ 前年比－１ 人） で前年から減少

○　 検挙人員 92 人のう ち、 37 人（ 40.2％） が高校生で、 前年に比

べて８ 人（ 27.6％） 増加

○　 薬物事犯で検挙された少年の 78.6％が 18 歳と 19 歳
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H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4
前年比 増減率

特別法犯総検挙人員 1,266 1,276 1,230 1,127 1,384 1,305 1,186 1,239 1,267 1,028 -239 -18.9%

少年 94 91 86 75 85 60 71 97 93 92 -1 -1.1%

う ち女子 13 8 16 7 12 7 14 6 9 12 3 33.3%

20 歳以上の者 1,172 1,185 1,144 1,052 1,299 1,245 1,115 1,142 1,174 936 -238 -20.3%

特別法犯総検挙人員に占
める少年の割合（ 構成比）

7.4% 7.1% 7.0% 6.7% 6.1% 4.6% 6.0% 7.8% 7.3% 8.9% 1.6P
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　 ２ 　 法令別検挙状況　

　 　 　 法令別で は、 青少年健全育成

条例と 児童買春・ 児童ポルノ 禁止

法が19人と 最も 多く 、 それぞれ全

体の20.7％を 占め、 次いで 軽犯罪

法が15人で、 全体の16.3％を 占め

まし た。

　 ３ 　 年齢別検挙状況　

　 　 　 年齢別では、 19歳が38人で最も

多く 、 全体の41.3％を 占め、 次い

で18歳が21人で、 全体の22.8％を

占めまし た。

　 　 　 18歳 と 19歳 を 合 わ せ る と 59人

と な り 、 全体の64.1％を 占めま し

た。

　 ４ 　 学職別検挙状況　

　 　 　 学職別で は、 高校生が37人で

最も 多く 、 全体の40.2％を 占め、

次いで有職少年が33人で、 全体の

35.9％を 占めまし た。

法令別 人数 構成比

青少年健全育成条例 19 20.7%

児童買春・ 児童ポルノ 禁止法 19 20.7%

軽犯罪法 15 16.3%

迷惑防止条例 12 13.0%

大麻取締法 12 13.0%

廃棄物処理法 7 7.6%

二十歳未満ノ 者ノ 飲酒ノ 禁止
二関スル法律

2 2.2%

犯罪収益移転防止法 2 2.2%

売春防止法 1 1.1%

二十歳未満ノ 者ノ 喫煙ノ 禁止
二関スル法律

1 1.1%

麻薬等取締法 1 1.1%

覚醒剤取締法 1 1.1%

【 総数　 92 人】

年齢別 人数 構成比

14 歳 1 1.1%

15 歳 12 13.0%

16 歳 8 8.7%

17 歳 12 13.0%

18 歳 21 22.8%

19 歳 38 41.3%

【 総数　 92 人】

学職別 人数 構成比

中学生 3 3.3%

高校生 37 40.2%

他の学生 11 12.0%

有職少年 33 35.9%

無職少年 8 8.7%

【 総数　 92 人】
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　 ５ 　 少年の薬物事犯　

　 　（ 1） 検挙人員の推移

　 　 　 ○　 薬物事犯で 検挙さ れた少年は14人で、 前年に比べ11人（ 44.0％）

減少し まし た。

　 　 　 ○　 大麻取締法違反で検挙さ れた少年は12人で、前年から ５ 人（ 29.4％）

減少し まし た｡

　 　（ 2） 年齢別検挙状況

　 　 　 ○　 薬物事犯で検挙さ れた少年14人を 年齢別にみる と 、 19歳（ ８ 人）

18歳（ ３ 人）、 17歳（ ２ 人）、 16歳（ １ 人） でし た。

　 　 　 ○　 う ち大麻取締法違反で検挙さ れた少年12人を年齢別にみると 、19歳

（ ８ 人）、 18歳（ １ 人）、 17歳（ ２ 人）、 16歳（ １ 人） でし た。

ጅ◌ಁ දද ◌ഁ・ ১ প ◌ഁ◌๊・ ১ ఇ ल ಖઋఇ ◌ഁ◌๊ ・ ・ ・ ১ ఇ ◌્◌๊ ・১
য

H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4
前年比 増減率

薬物事犯検挙人員 3 2 10 13 14 12 14 23 25 14 -11 -44.0%

覚醒剤取締法 3 2 8 6 7 3 5 5 4 1 -3 -75.0%

大麻取締法 0 0 2 7 7 8 6 17 17 12 -5 -29.4%

麻薬及び向精神
薬取締法

0 0 0 0 0 1 1 0 2 1 -1 -50.0%

麻薬特例法 0 0 0 0 0 0 2 1 2 0 -2 -100.0%

注： 覚せい剤取締法は、 令和２ 年に覚醒剤取締法に法律名を変更

14 歳 15 歳 16 歳 17 歳 18 歳 19 歳 総数

薬物事犯 0 0 1 2 3 8 14

覚醒剤取締法 0 0 0 0 1 0 1

大麻取締法 0 0 1 2 1 8 12

その他 0 0 0 0 1 0 1

注：「 その他」 は「 麻薬及び向精神薬取締法」 及び「 麻薬特例法」
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　 　（ 3） 学職別検挙状況

　 　 　 ○　 薬物事犯で検挙さ れた少年14人を 学職別にみる と 、 高校生３ 人、

その他の学生１ 人、 有職少年７ 人、 無職少年３ 人でし た。

　 　 　 ○　 う ち 大麻取締法違反で 検挙さ れた 少年12人を 学職別にみる と 、

高校生３ 人、その他の学生１ 人、有職少年５ 人、無職少年３ 人でし た。

中学生 高校生 その他の学生 有職少年 無職少年 総数

薬物事犯 0 3 1 7 3 14

覚醒剤取締法 0 0 0 1 0 1

大麻取締法 0 3 1 5 3 12

その他 0 0 0 1 0 1

注：「 その他」 は「 麻薬及び向精神薬取締法」 及び「 麻薬特例法」
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